
送信ユニットもその一つです。独立した電源スイッチも装備しフレキシブルマイクの交換可変ボリュームも
採用しました。
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基準の信号源として周波数安定度の高いTCXO（温度補償型水晶発振器）を標準装備。最新の水晶
発振器であるため予熱時間等は不要で電源オフの状態からでも安定した起動が可能です。

高安定を実現したTCXOを装備

TX unitLAND MOBILE STATION SYSTEM

長時間の連続作業でも常に安定して稼働。
その安定性は、オペレーターの情熱と期待に応え続けるでしょう。

長時間作業にも耐える
ウルトラロング仕様の送信性能

KM-6000EXは主要ユニットを外部から組み込んでいます
アンテナ2本同時使用で通話範囲を拡大できます。
設定項目で使用するアンテナの選択が可能です。

KM-6000EXは従来の弱点であった地上と地下での無線通話を実現

チャンネル、トーン周波数、スレープモード（親機増設時）、LED輝度、アンテナ切り替えの変更、
緊急時のオールリセットが前面ボタンで操作可能です。

KM-6000EXは前面ボタンでの変更操作が実現

アンテナ切り替えによって、イメージレスポンス特性やブロッキング特性の大きな変化は見られません。
この機能は、TXunitの設定項目に組み込まれています。

現場を知り尽くし、現場の声を独自のテ
クノロジーで実現させた二波同時送受
信回路、これは新型デュプレクサーを
搭載した事によりほぼ無限大のアイソ
レーションが構成されるため、電磁波の
壁がつくられることになり、アンテナ間ど
うしの干渉を防ぐものです。これもアタッ
クテクノロジーの一つでオペレーターの
期待に応えるでしょう。

■ Image Response特性（アンテナ切り替え回路追加後） ■ BLOCKING特性（アンテナ切り替え回路追加後）

同一の二波同時送受信は、従来のマシンでは
実現できなかった地上と地下を結ぶ安全の架け橋。

二波同時送受信を可能にする
アタックテクノロジー
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